
先発薬と後発薬の薬価の設定について

１ 家畜共済では、医薬品の薬価は、原則として購入価格調査の結果に

基づいて設定している。また、流通量が少なく個々の銘柄ごとに適切

に薬価が設定できない医薬品も多いことから、類似薬をグルーピング

し、当該類似薬に一律の薬価を適用する方式（統一収載方式）を採用

している。

２ 新規に収載される医薬品は、流通前であることから、購入価格調査

の結果に基づき薬価を設定することができない。このため、先行して

収載されている類似薬（先発薬）がある場合、その後発薬には先発薬

に設定されている薬価を適用することとしている。

３ 後発薬が先発薬よりも安価で取引された場合、収載直後から次回の

薬価改定（３年に１回）までは取引価格よりも高い薬価が適用される

状況になる。

４ 新規収載薬が加わったグループについては、実態により即した薬価

となるよう、収載された年の翌年に購入価格調査を行い、その結果に

基づき薬価を設定することとしてはどうか。


